
 

34  

昭

和

四

十

九

年

六

月

一

日

提

出 

質

問

第

三

四

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

北
方
領
土
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
九
年
六
月
一
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
繁 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

加 

藤 

清 

政 

 

一 

 



 

昨
年
九
月
の
「
北
方
領
土
の
返
還
に
関
す
る
決
議
」
、
更
に
は
昨
年
十
月
の
「
日
ソ
共
同
声
明
」
な
ど
に
よ
り
北
方

領
土
問
題
は
国
民
の
注
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
ソ
共
同
声
明
で
は
「
一
九
七
四
年
の
適
当
な
時
期
に
両
国
間

で
平
和
条
約
の
締
結
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ソ
連
政
府
首
脳
の
来

日
に
つ
い
て
も
「
別
途
合
意
さ
れ
る
時
期
に
」
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
つ
て
、
次
の
諸
点
に
つ
き
質
問
す
る
。 

一 

日
ソ
平
和
条
約
締
結
交
渉
と
ソ
連
首
脳
の
来
日
は
関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ソ
連
首
脳
は

い
つ
、
誰
が
来
日
す
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
話
し
合
い
は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。
平
和
条
約
交
渉
は
年
内
に

確
実
に
再
開
さ
れ
る
の
か
。 

二 

日
ソ
共
同
声
明
に
よ
る
と
、
第
二
次
大
戦
以
来
の
未
解
決
の
諸
問
題
、
平
和
条
約
の
内
容
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
交
渉
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ソ
連
側
の
主
張
を
国
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
と
思
わ 

 
北
方
領
土
問
題
等
に
関
す
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質
問
主
意
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三 

 



 

四 

ソ
連
側
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
天
然
資
源
開
発
問
題
を
北
方
領
土
と
か
ら
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
説
も
あ
る

が
、
こ
の
点
政
府
は
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
の
天
然
資
源
開
発
に
関
す
る
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
政
府
の
基
本
的
な
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

北
方
海
域
で
の
安
全
操
業
問
題
に
つ
い
て
共
同
声
明
で
は
継
続
交
渉
に
な
つ
て
い
る
が
、
桜
内
・
イ
シ
コ
フ

会
談
以
後
に
お
け
る
安
全
操
業
問
題
に
対
す
る
ソ
連
側
の
態
度
並
び
に
継
続
交
渉
に
つ
い
て
そ
の
後
の
経
過
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

北
方
領
土
の
返
還
な
し
に
、
日
ソ
間
の
真
の
善
隣
友
好
関
係
が
確
立
で
き
な
い
こ
と
を
ソ
連
側
は
十
分
理
解

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

六 

北
方
地
域
に
お
け
る
遺
族
の
墓
参
に
つ
い
て
対
ソ
申
入
れ
の
状
況
、
特
に
本
年
の
墓
参
に
つ
い
て
ソ
連
側
の

態
度
並
び
に
そ
の
実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

れ
る
が
、
日
ソ
双
方
の
主
張
の
主
な
差
異
は
ど
う
い
う
も
の
か
。 

四 

 



 

 

五 

右
質
問
す
る
。 


